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安
保
関
連
法
や
共
謀
罪
法
を
成
立
さ

せ
て
き
た
公
明
党
の
姿
勢
に
疑
問
を
持

つ
、
支
持
母
体
の
創
価
学
会
の
会
員
や

元
会
員
ら
が
、
学
会
本
部
の
あ
る
東
京

・
信
濃
町
で
、
不
定
期
の
「
サ
イ
レ
ン

ト
ア
ピ
ー
ル
」
を
続
け
て
い
る
。
十
二
回

目
と
な
っ
た
二
月
の
ア
ピ
ー
ル
に
は
過

去
最
多
の
八
十
人
が
詰
め
掛
け
、
「
意

見
を
封
じ
込
め
ず
、
学
会
内
で
も
っ
と

対
話
を
」
と
訴
え
た
。
（
安
藤
恭
子
）

今
月
十
一
日
、
勤
行
に
向
か

う
学
会
員
が
集
ま
る
「
広
宣
流

布
大
雪
堂
」
前
の
歩
道
に
赤
、

青
、
黄
の
三
色
の
学
会
旗
を
た

な
び
か
せ
、
一
団
が
到
着
し

た
。
「
日
本
を
戦
争
に
導
く
安

保
法
制
と
共
謀
罪
法
の
廃
止
の

た
め
に
闘
え
I
L
　
「
声
を
上
げ

る
会
員
を
処
分
す
る
な
ー
」
と

横
断
幕
な
ど
を
掲
げ
た
。

学
会
の
職
員
や
警
備
員
が
参

加
者
を
取
り
囲
ん
で
ア
ピ
ー
ル

の
様
子
を
撮
影
し
、
「
通
行
の

邪
魔
に
な
る
の
で
離
れ
て
く
だ

さ
い
」
な
ど
と
要
請
。
だ
が
、

参
加
者
ら
は
「
こ
こ
は
公
道
」

「
私
た
ち
も
学
会
員
だ
」
と
、

一
時
間
立
ち
続
け
た
。

行
動
を
呼
び
掛
け
た
の
は
、

二
〇
一
二
年
に
学
会
の
業
務
を

巡
り
、
学
会
か
ら
懲
戒
解
雇
さ

れ
た
元
職
員
の
野
口
裕
介
さ
ん

（
三
も
、
滝
川
清
志
さ
ん
（
三
も
、

小
平
秀
一
さ
ん
（
四
一
）
の
三
人
。

解
雇
無
効
を
求
め
る
裁
判
で
学

会
と
係
争
中
に
除
名
さ
れ
、
そ

の
後
敗
訴
し
た
。
現
在
は
、
学

会
を
相
手
に
解
雇
前
の
処
分
や

地
方
配
転
の
不
当
性
を
問
う
裁

判
を
起
こ
し
て
い
る
。

「
安
保
法
制
は
（
名
誉
会
長

の
）
池
田
大
作
先
生
が
築
い
て

き
た
絶
対
平
和
の
思
想
と
莫

逆
」
と
訴
え
、
一
五
年
十
二
月

に
三
人
で
ア
ピ
ー
ル
に
立
っ

た
。
ブ
ロ
グ
で
情
報
を
発
信
、

全
国
で
座
談
会
を
続
け
、
約
六

百
人
と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

う
。
小
平
さ
ん
は
「
三
人
と
も

学
会
二
世
。
今
も
愛
す
る
創
価

を
良
く
し
だ
い
と
願
っ
て
い

る
。
運
動
が
広
が
っ
て
い
る
と

い
う
手
応
え
が
あ
る
」
と
話
す
。

入
会
五
十
年
と
い
う
栃
木
県

那
須
塩
原
市
の
石
川
美
津
江
さ

ん
（
六
も
は
「
武
力
や
抑
止
力
で

平
和
を
得
る
考
え
方
は
教
え
と

合
わ
な
い
」
と
訴
え
る
。
選
挙

は
公
明
党
に
投
票
し
な
い
と
宣

言
し
た
が
「
周
り
か
ら
は
『
反

逆
者
』
と
責
め
ら
れ
て
仲
間
外

れ
」
と
明
か
す
。
参
加
者
に
は

関
西
や
九
州
か
ら
来
た
人
も
い

て
、
眼
鏡
と
マ
ス
ク
で
顔
を
隠

し
「
胃
に
穴
が
開
き
そ
う
」
と

こ
ぼ
す
女
性
も
。
「
表
現
の
自

由
が
な
け
れ
ば
信
仰
は
成
立
し

な
い
」
と
話
す
人
も
い
た
。

埼
玉
県
坂
戸
市
の
会
社
員
篠

沢
協
司
さ
ん
（
五
一
）
も
参
加
し
た

二
人
だ
。
安
保
関
連
法
の
国
会

審
議
で
「
公
明
党
が
違
憲
可
能

性
が
あ
る
法
案
を
認
め
た
の
は

お
か
し
い
」
と
考
え
、
一
七
年

の
共
謀
罪
法
成
立
で
違
和
感
は

確
信
に
変
わ
っ
た
。
「
牧
口
常

三
郎
初
代
会
長
は
権
力
と
闘
い

獄
中
死
し
た
。
内
心
の
自
由
を

侵
す
恐
れ
が
あ
る
法
律
を
公
明

党
が
認
め
る
な
ん
て
」

ネ
ッ
ト
へ
の
批
判
投
稿
や
、

中
平
さ
ん
ら
と
の
連
携
を
理
由

に
除
名
処
分
を
求
め
る
申
請
が

あ
っ
た
と
し
て
、
篠
沢
さ
ん
に

は
学
会
の
埼
玉
県
審
査
会
か
ら

「
取
調
」
を
求
め
る
書
面
が
届

き
、
今
月
十
八
日
、
さ
い
た
ま

市
の
学
会
施
設
に
出
向
い
た
。

「
こ
の
ま
ま
で
は
、
改
憲
も

自
民
に
同
調
す
る
の
で
は
な
い

か
。
会
員
の
声
を
聞
い
て
ほ
し

い
。
声
を
上
げ
る
人
を
排
除
す

る
組
織
で
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い

の
で
、
自
分
か
ら
ば
学
会
を
や

め
な
い
」
　
（
篠
沢
さ
ん
）

元
職
員
ら
に
よ
る
ア
ピ
ー
ル

を
、
学
会
は
ど
う
見
て
い
る
の

か
。
「
こ
ち
ら
特
報
部
」
の
取

材
に
対
し
、
創
価
学
会
広
報
室

は
「
一
連
の
活
動
は
、
政
治
問

題
に
名
を
借
り
て
学
会
執
行
部

を
誹
誇
中
傷
す
る
目
的
か
ら
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
ば
明

白
で
す
。
サ
イ
レ
ン
ト
ア
ピ
ー

ル
と
称
す
る
示
威
行
動
の
現
場

は
、
信
仰
の
中
心
道
場
で
あ
る

大
雪
堂
入
り
口
付
近
で
行
わ

れ
、
多
く
の
会
員
が
大
変
に
嫌

な
思
い
を
し
、
苦
情
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
施
設
の
周
辺
を

乱
さ
れ
、
非
常
に
迷
惑
し
て
い

ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
を
受
け
、
国

と
地
方
自
治
体
に
よ
る
住
民
避
難
訓
練
が
全
国
で
実

「
ダ
ッ
ク
・
ア
ン
ド
で
カ
バ
　
物
や
地
下
に
避
難
す
る
」
　
「
物

－
（
伏
せ
て
、
隠
れ
ろ
）
」
　
　
陰
に
身
を
隠
す
か
地
面
に
伏
せ

科
学
的
に
「
や
け
ど
は
白
い
服

↑
タ
　
で
防
げ
る
」
な
ど
と
人
体
へ
の

て
い
た
。
高
橋
氏
は
そ
う
し
た

状
況
下
、
米
政
府
は
核
戦
争
に


